
経済地理学会 関東支部 2022 年度 6 月例会 

修士論文発表会 
 2021 年度に提出された修士論文の発表会を行います。日本大学経済学部（3 号館 12 階 3121 教室に
変更：6 月 7 日付け）および Zoom を利用したオンラインのハイブリッド（ハイフレックス）形式開催
となります。 
下記グーグルフォームで申し込みいただき、ご参加ください。 

https://forms.gle/bw5PhurhyB5YgVhp8      
 2022 年 6 月 16 日（木）17 時締切 

2022 年 6 月 18 日（土） 開会 10時 10 分 閉会 17 時 
10:10-10:15  開会あいさつ 長尾謙吉（専修大学：関東支部代表幹事） 
10:15-10:20 注意事項説明 宮地忠幸（日本大学：関東支部幹事） 
 

①  10:20-11:10     座長：新井祥穂（東京農工大学） 
小野寺美咲（金沢大学）  非経済的な側面に着目した高齢者による小規模な農業に関する研究 

―白山麓地域を事例に―  ＜対面＞ 

コメンテーター：川久保篤志（東洋大学） 
②  11:10-12:00     座長：新井祥穂（東京農工大学） 
  穂積謙吾（早稲田大学）  宮城県のギンザケ養殖業者による多様な主体間関係下での取組みと 

その論理―第一次産業の新たな地理学的理解に向けて―  ＜対面＞ 

  コメンテーター：吉田国光（立正大学） 
③  13:00-13:50     座長：牛垣雄矢（東京学芸大学） 
  笠原茂樹（日本大学）   美濃産地における陶磁器製造業の問題点と対応 

―1990 年代以降の経営環境変化に伴う業者の経営対応を中心に―  ＜対面＞ 

  コメンテーター：遠山恭司（立教大学） 
④  13:50-14:40     座長：牛垣雄矢（東京学芸大学） 
  綱川雄大（明治大学）     高度熟練労働者における超郊外への移住とその意味 

―長野県・軽井沢での調査から―  ＜対面＞ 

  コメンテーター：小室譲（帝京平成大学） 
⑤  15:00-15:50     座長：藤本典嗣（東洋大学） 
  新堀洋紀（東京農業大学） 食品に付随する情報付与が味覚に与える効果 

―長野県産日本梨と山形県産西洋梨の官能評価を中心に― ＜オンライン＞ 

  コメンテーター：伊賀聖屋（名古屋大学） 
⑥  15:50-16:40     座長：藤本典嗣（東洋大学） 
  野村侑平（東京大学）   『国勢調査報告』と『在留外国人統計』における外国人人口の乖離と 

その要因  ＜オンライン＞ 

  コメンテーター：花岡和聖（立命館大学） 
 

16:40-16:50 まとめ   伊藤達也（法政大学：関東支部支部長） 
 

＊発表者の所属は、修士論文提出大学です。 
対面会場アクセス：https://www.eco.nihon-u.ac.jp/access/ 
問い合わせ先：長尾謙吉<E-mail: kanto(at)economicgeography.jp> (at)を@に変更ください 

https://forms.gle/bw5PhurhyB5YgVhp8
https://www.eco.nihon-u.ac.jp/access/

